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1. 論⽂の主題，当該研究分野における位置づけ 
 本論⽂では，私たちが⾃⼰の⾝体をどのようにして⾃⼰のものとして認識しているかとい
う問いに答えるため，認識する側である「主体としての視点」と認識される側である「客体
としての⾝体」との関係性に着⽬し，⾃⼰⾝体認識に障害を呈した症例を検討し，その障害
が主体としての視点あるいは客体としての⾝体のいずれの障害に位置づけられるかを規定
し，さらにそれらがどのように機能するかを明らかにすることを⽬的とした。前半部分（研
究 1〜5）では，主体としての視点の機能に着⽬し，頭部の視点位置から⾝体を認識するこ
とが⾃⼰⾝体認識において必要であることを明らかにした。さらに，この頭部にある視点位
置は，従来視点に寄与するとされていた前庭感覚の影響からは独⽴に機能していることを明
らかにした。後半部分（研究 6〜8）では，客体としての⾝体の障害に着⽬し，客体として
の⾝体が，脳損傷や精神疾患といった脳の器質的，機能的な問題によって障害されることを
明らかにした。さらに，客体としての⾝体が⾃⼰の⾝体として認識されるために，⾝体に関
する⾃⼰の感覚が関連している可能性を明らかにした。これらの知⾒により，⾃⼰⾝体認識
は，主体としての視点と客体としての⾝体の相互作⽤として理解できることが⽰され，⾃⼰
⾝体認識の障害は，主体としての視点，客体としての⾝体の障害として規定することができ
ることを提案した。さらに主体としての視点はその位置が頭部にあることで客体としての⾝
体を正常に認識できることが明らかとなった。 
 本論⽂では脳損傷患者を対象とした症例研究 （神経⼼理学）に主軸を置きながらも，健
常者を対象とした実験研究 （実験⼼理学）も扱った。脳損傷患者を症例研究は，⾃⼰⾝体
認識について，その障害を通じて認識の過程を明らかにできる点が特徴である。⼀⽅，実験
研究は，症例研究によってこれまで明らかにされてきた⾃⼰⾝体認識の構成要素を操作的に
検討可能であるため，各要素が⾃⼰⾝体認識にどのように寄与しているのかを明らかにする
ことができる点が特徴である。このように，本研究は，神経⼼理学的知⾒を実験⼼理学的研
究に橋渡しする位置にあり，いま述べた両者の利点を活かしたものである。 
 
2. 論⽂の構成 
 本論⽂は，全 5 章から構成される（図）。1 では，⾃⼰⾝体認識の障害や⾃⼰⾝体認識の
発達の過程についての先⾏研究を概観し，主体としての視点が客体としての⾝体を認識する
という関係性がみられるかを確認した。その上でこれまでの問題点を挙げ，検討事項をまと
めた。2 では，本論⽂の⽬的と構成を⽰した。3 では，主体としての視点の機能を明らかに
することを⽬的とし，症例検討から浮かび上がった問いに対して，実験的検討をおこなっ
た。3.1 では，脳損傷患者における体外離脱体験を現象的に分析することで，⾃⼰⾝体認識
における主体としての視点と客体としての⾝体との関係性について探索的に検討した。その
結果，体外離脱体験は，主体としての視点と客体としての⾝体が個々の機能として独⽴して
いる可能性を⽰唆すると同時に，主体としての視点が客体としての⾝体に定位されないこと
で⽣じる症候であることが⽰された。3.2 では，バーチャルリアリティを⽤いて⾝体外にい
る感覚を⽣起させるフルボディ錯覚を利⽤し，体外離脱で経験されるような俯瞰視点が⾃⼰
⾝体認識に与える影響を検討することで，視点位置の変化と前庭感覚との関連を明らかにす
ることを⽬的とした。その結果，俯瞰視点が⾝体外にいる感覚を強めることを明らかにし，
前庭感覚の操作を伴わずに，視点位置の変化が⾃⼰⾝体認識に影響することを⽰した。3.3
では，⾝体内視点位置の変化が⾃⼰⾝体認識に与える影響を明らかにすることを⽬的とし，
3.3.1 では，⾝体上で視点の⾼さを変化させた際に⾃⼰⾝体認識に変化が⽣じるかを検討す
るため，⾃⼰⾝体認識の変化の指標として⾝体表⾯における書字知覚を⽤いた。実験では，
ヘッドマウントディスプレイを装着した状態で，膝につけたカメラからの映像を⾒ながら歩
くと，その状態で歩く前に⽐べて⽪膚上の書字知覚が変化することを⽰した。この結果は，
視点位置の変化が，⾃⼰⾝体上の知覚に影響を与えている可能性を⽰唆した。すなわち，主
体としての視点は頭部座標に基礎づけられて客体としての⾝体を認識している可能性が考え
られた。3.3.2 では，3.3.1 で検討した⽪膚書字知覚の成⽴基盤を明らかにするため，⽪膚書
字知覚に障害を呈した脳損傷患者を対象に実験的検討をおこなった。3.4 では，視点位置の
変化が前庭感覚に与える影響を直接的に検討するため，フルボディ錯覚中の重⼼動揺を計測
した。その結果，視点位置の変化は前庭感覚を混乱させず，むしろ仮想⾝体への⾃⼰⾝体の
重ね合わせにより姿勢制御が安定することが⽰された。この結果は，⾝体外の視点位置が前
庭感覚を変化させるものではなく，その位置の変化⾃体が⾃⼰⾝体認識に影響を与えるもの
である可能性を⽰唆した。4 では，客体としての⾝体がどのように障害されるかを明らかに
するため，脳の器質的・機能的な障害における客体としての⾝体の障害を検討した。4.1 で
は，触覚性消去という，触覚が同時呈⽰された際に患側の刺激を知覚できない症候の検討を
おこない，客体としての⾝体がどのように障害されるのかを明らかにすることを⽬的とし
た。患者に対して時間差を以て 2 点刺激を与えた結果，患側刺激を先⾏させたときにのみ症
状の改善を認めた。これは，⾝体座標上の左右における時間情報の処理の差が触覚性消去の
⽣起に影響を与えたことを⽰唆した。また，腕交差により時間差の効果が阻害され，私たち
の⾝体上の知覚が，視点を基準とした空間座標にも影響を受けている可能性が⽰唆された。
これは客体としての⾝体が⾝体上の座標に基づいているだけでなく，視点に根ざした空間と
の相互作⽤があることを⽰唆した。4.2 では，脳の機能的な障害である解離症に焦点を当
て，客体としての⾝体の障害との関連を明らかにすることを⽬的とした。解離症では，脱⾝
体感覚や⾃⼰観察の亢進が報告されており，⾃⼰⾝体が⾮現実的に感じられるなど客体とし
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ての⾝体の問題がある。客体としての⾝体を仮想的に操作する課題である OBT 課題を⽤い
解離症傾向との関連を検討した。その結果，解離症傾向が⾼いほど，課題成績が低下するこ
とが⽰された。この結果は，解離症傾向者における客体としての⾝体の問題が課題の成績を
低下させた可能性を⽰唆した。4.3 では，客体としての⾝体の障害において，所有感や主体
感，物語⾃⼰という⾃⼰感の障害がその基盤にあるという知⾒を踏まえ，その⾃⼰感が脳機
能に根ざしていることを明らかにした。5 では，4 までに得られた知⾒を総合的に考察し，
課題および今後の展望を⽰し，最後に本論⽂の結論を⽰した。 
 
3. 論⽂の独⾃性 
 本論⽂は，⾃⼰⾝体認識の構成要素を明らかにするため，脳損傷患者を対象とした神経⼼
理学的⼿法および要因を操作する実験⼼理学的⼿法を⽤いて研究をおこなった。このような
アプローチは障害の臨床像を明らかにするだけでなく，障害の要因に焦点を当て，機序の解
明に寄与できる相互補完的な観点において独⾃性がある。また，これまでの⾃⼰⾝体認識に
関する研究は，症例研究を中⼼とした定性的研究が多い中，本研究では実験法や調査法を⽤
いた定量的な研究をも⽤いており実証性を備えている点で独創的である。⾃⼰⾝体認識に障
害を呈した症例の臨床像の把握や，その知⾒に基づいた実験研究への応⽤は，学際的な相互
作⽤を体現しており，障害の機序解明から患者の⽇常⽣活への対処やリハビリテーションに
もつながる点で社会的意義がある。 
 本論⽂では⾃⼰⾝体認識を，主体としての視点と客体としての⾝体との関係性において整
理したが，このような整理から⾃⼰⾝体認識に関する症例研究および実験研究をおこなった
過去の研究はこれまでにない。本論⽂ではこのような主客の関係によって，脳損傷患者の⾃
⼰⾝体認識の障害や精神疾患における⾝体に関連した症状が整理できることを明らかにし
た。この知⾒は⾃⼰⾝体認識の障害の理解を促進する点で臨床的意義がある。 
 
4. 今後の課題 
 本論⽂では，成⼈における⾃⼰⾝体認識に関して，主体としての視点が客体としての⾝体
を認識するという関係性によって整理した。しかし，その発達的基盤については⽂献的研究
に限られた。⾃⼰⾝体認識の障害例と同様に，発達の過程では⾃⼰⾝体認識を⽀える要素が
未発達であるため，発達研究は各要素がどのように⾃⼰⾝体認識に寄与しているかを明らか
にできる。特に本論⽂で扱った，主体としての視点と客体としての⾝体はどちらが発達的に
先⾏するのかという問いを解明することは，ヒトがどのように⾝体を認識しているかの起源
に迫る知⾒になる。これまで脳内の腹側系よりも背側系の発達の⽅が早いことが⽰されてお
り（Goodale & Milner, 1992），感覚運動に根ざす客体としての⾝体の発達が，主体としての
⾝体より早いことが予測される。この点について⾏動データをもとに検討すれば，上記の問
いへの解答となり，本論⽂の課題の解決につながる。 
 本論⽂の成果は，⾃⼰⾝体認識を理解する枠組みを提供するものであったが，そのような
知⾒の応⽤可能性に関しては具体的な検討には⾄っていない。たとえば，⾃⼰⾝体認識に障
害を呈した症例の研究は，最終的に治療および介⼊効果が期待される。⾃⼰⾝体認識の障害
に関連する脳領域については本論⽂でも部分的に明らかにしたが，包括的な領域の同定が可
能となれば，患者がその脳領域を制御できるように訓練するニューロフィードバックなどに
よる治療効果が期待される（Megumi, Yamashita, Kawato, & Imamizu, 2015）。このような患
者への治療的介⼊が実現すれば，第 5 期科学技術基本計画における世界最先端の医療技術の
実現に貢献するものと⾔え，社会的な意義も⼤きい。また，たとえば研究 8 において，脳腫
瘍患者の腫瘍摘出前後において⾃⼰⾝体認識の主観が変化したことは，患者の⽣活の質の問
題に有益な情報を提供できる。患者が⾃⾝の障害の理由や回復の⾒込みについて知ること
は，⼼理的な不安を軽減する効果が期待され⽣活の質の改善につながるというメリットがあ
る。このように本論⽂の成果は，発達の観点においての未検討課題は残るものの，今後の発
展性が期待されるものと考えられる。 
  
 
